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1. 緒言 

花崗岩に含有する黒雲母は花崗岩全体の核種収着能を支配することが知られている．しかし，その根拠と

なる実験の多くは粉末試料を用いており，実環境において薄片状で存在する雲母鉱物については，核種の薄

片内部への拡散をも考慮した収着挙動の評価を行う必要がある． 

そこで、著者ら[1]は、薄片試料を用いた陽イオン核種の収着実験を行い、その収着は黒雲母層間の陽イオ

ンとの交換に起因するものとして整理した．本研究では，さらに、雲母鉱物として黒雲母に加え，構造や層

電荷の異なる白雲母や金雲母を用い，陽イオン核種の一つであるユウロピウムとの相互作用について検討し，

収着メカニズムに関する基礎的知見の取得を目指す． 

2. 実験 

本研究では，バッチ式の収着実験を行った．ユウロピウム（Eu(NO3)3，安定同位体）濃度は 1 mM に設定す

るとともに，硝酸および緩衝剤を用いて pH 5に調整した．雲母試料として，薄片状の黒雲母，および白雲母，

金雲母を 5×6 mm 大に選り抜き使用した．そして，窒素雰囲気下のグローブバック内で，液固比が 10 ml/g 

となるように雲母試料 0.4 g と調整したユウロピウム溶液 4 ml をポリプロピレン管に封入した．振とう期間

は 7日間，温度 25 ℃とし，期間内に計 5回サンプリングした．振とう後に孔径 0.45 µmのメンブレンフィル

ターを用いて固液分離し，液相は ICP-AES によりユウロピウム濃度測定を，固相は乾燥後に SIMS（二次イ

オン質量分析法）により薄片内のユウロピウム分布分析を行った．  

3. 結果・考察 

図 1 に SIMS の分析結果例を示す．同分析では，雲母薄片

内の深さ方向に対する元素分布を取得でき[2]，pH の違いも明

らかになる．収着実験において，薄片状雲母鉱物へのユウロ

ピウム収着は，実験期間にわたって緩やかに進展した．既往

研究によれば，同条件下での粉末状黒雲母へのユウロピウム

の収着は瞬時に収着平衡に達しており[3]，本研究で確認され

た収着挙動は薄片内へのユウロピウムの拡散過程が反映され

ていると考えられる．また，各薄片状雲母鉱物の比較から，ユ

ウロピウムの収着は黒雲母が最も大きく，続いて金雲母とな

り，白雲母への収着はごく僅かに留まった．これは，雲母鉱物の 3 八面体構造（黒雲母，金雲母）と 2 八面

体構造（白雲母）の違いによる可能性がある．今後，白雲母，金雲母の SIMS の分析結果についても併せて示

し，薄片内部へのユウロピウムの拡散についてさらに比較、検討する． 
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図 1 SIMS による黒雲母端部 edge 2 の  

元素分析結果と照射箇所[2] 

Edge 2 


